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私は典型的な神経症です。神経症な人というと、なんでもかんでも細かい人と思われるかもしれません

が、何かにとらわれやすい傾向を神経症というようです。 

勤め始めた頃、私は神経症のため１か月ほど仕事を休み、家族にとても心配をかけてしまったことがあ

り、自分の神経症が大嫌いでした。でもある時、良い仕事をする人は神経症の人が多いと教えてもらい、

建設的な生き方を学んだことで、神経症の見方が変わりました。 

特に役に立ったのは、神経症は生き方の一つの癖であり、ある意味「道具」みたいなもので、自分が持

っているこの道具を上手に使えるかどうかが大事、というアドバイスでした。神経症の上手な生かし方と

しては、こだわりを生かした完成度の高い仕事や、良い習慣づくりなどが挙げられると思います。 

 

昨年度、私は静岡市役所に出向していたのですが、事務所が９階にありました。運動不足解消のため毎

朝階段を昇っていたのですが、７月頃ラジオ体操をしていたら軽いぎっくり腰になってしまいました。せ

っかくこれまで続けてきたので、ここで止めるのは勿体ないと翌日もなんとか階段を昇ったら、もう止め

るわけにはいきません。お陰様で１年間９階まで昇りきることができました。 

私はとてもあきっぽい傾向もあり、日記など三日坊主の典型でしたが、神経症を上手に生かすことで、

良い習慣を身につけることができるようになってきました。もちろん、今でも神経症の悪い面である失敗

をひきずってしまうこともありますが、神経症も悪くないなぁと思えるようになりました。これからも神

経症を生かして良い人生を作っていけたらと思います。神経症万歳！ 
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